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県内15番目
だね
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早期健全化基準・
財政再生基準とは？

将来の市民に負担はかからないの？
健全化判断比率（将来負担比率）から見てみましょう。

　借金や数年間にわたる契約により約束された支払い、職員の退職金など、将
来支払わなければならない負債が、収入に対してどの程度なのかを示す指標と
して、「将来負担比率」というものがあります。負債にかかる負担が大きくないか
をチェックするものです。
　将来財政を圧迫する可能性が高いとされる目安350％に対して、藤沢市は
51.2％（令和3年度決算）で良好な状態にあります。

　家や車のローンの残高、クレジットカードの支払い残
高など、これから返済していかなければならない返済
総額が、年収の3.5倍以上になった場合には、今後ロー
ン返済などに追われ家計が成り立たなくなり、経済的
苦境におちいる状態にあることを示しています。

藤沢市の比率は、県内16市中、将来負担が少ない方から数えて15番目です。
類似都市平均、全国平均より少し高いですが、早期健全化基準よりは低く、良好な状態にあるといえます。

　健全化判断比率からみた令和3
年度の藤沢市の財政状況は、いず
れの指標も危険信号を示す基準値
を下回っており、「健全」といえます。

R3
（▲  8.26）
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※実質赤字比率及び連結実質赤字比率の比率欄「－」は、それぞれ比率の算定の結果、
　「実質赤字額がない」ことを表しています。参考として（　）にマイナスの比率を表記しています。
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（▲16.45）
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借金のことはわかったけど、貯金はあるの？

　藤沢市には貯金に相当する「基金」というものがあります。基金は、それぞれ
の基金条例に基づき、寄附金や基金利子などを積み立てて、基金の目的に応じ
て必要な時におろして使うものです。
　藤沢市は財政調整基金をはじめ、公共施設整備基金、環境基金、愛の輪福祉
基金、森林環境譲与税基金など、全部で15の基金を持っていて、令和3年度末
の総額で約220億7,000万円、市民1人あたり5万円の貯金があります。
　いろいろな基金の中でも、財政調整基金は、税収減による財源不足の年度間
調整や、災害への備えなど、いざという時のために積み立てているものです。
　財政調整基金のここ10年間の推移を見てみましょう。

令和3年度決算から見てみましょう。

※基金数は令和3年度末時現在のものです。

財政調整基金の推移

5 藤沢市の貯金はどれくらい？藤沢市の貯金はどれくらい？

令和３年度には

貯金をおろしたということ？
 森林環境譲与税基金って

なに？

　そうです。令和３年度は、一般財
源不足の補填の財源として52億円
を取り崩しましたが、1年間のやりく
りの中で約39億円を貯金しました。

4

1

ローンやカードの負債総額
年収の３５０％（３.5倍）！！

ズッシリ…

家計に例えると（将来負担比率）

（横浜市、川崎市、相模原市を除く県内16市）

　市の財政状況が悪化し、危うくなったときにイエ
ローカード（早期健全化基準）で警告をします。

　更に悪化し自主的に財政の立て
直しができなくなったときは、レッ
ドカード（財政再生基準）で、国・県
の関与のもと、確実な財政の立て
直しに着手することになります。
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連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

藤沢市

11.25 
16.25 
25 
350 

20
30
35

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

単位：％

県内16市将来負担比率

19.311.78.20.00.00

75

50

25

150

125

鎌
倉
市

南
足
柄
市

綾
瀬
市

逗
子
市

座
間
市

秦
野
市

横
須
賀
市

平
塚
市

海
老
名
市

小
田
原
市

茅
ヶ
崎
市

大
和
市

厚
木
市

伊
勢
原
市

藤
沢
市

三
浦
市

100

175
%

13.2 22.2 25.2 28.7
30.0 33.8 34.5

42.0 42.4 51.2

96.9

全国７９2都市平均 50.1
県内１６市平均 32.8

類似都市36市平均 33.4

　令和元年度に創設され、「森林整備及びその促進
に関する費用」に活用するため、国から譲与を受ける
森林環境譲与税を積み立てています。令和3年度は
市有山林の里山環境の保全・整備に活用しました。
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